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2016年９月 事例1

（事例番号 ： 000000048953）

【事例の内容】
タムスロシン塩酸塩ＯＤ錠０．２ｍｇ　１４日分が処方された。薬は１シートが１４錠のウィークリーシートで
あったが、１０錠だと思い込んだ。その結果、１シート（１４錠）に４錠を追加して合計１８錠を調剤した。

【背景・要因】
シートの錠数を数えなかったことと、ウィークリーシートの存在を知らなかった知識不足が要因である。
・当事者の行動に関わる要因：単純なミス、焦り、注意力散漫

【薬局が考えた改善策】
　　まず１シートの錠数を正確に数えてから、薬の全量を数えて調剤する。

〔内服薬調剤〕数量間違いの事例

●思い込みで調剤したことにより発生したヒヤリ・ハット事例である。
●特に医薬品をピッキングする時は、処方箋に記載されている全量と実際にピッキングした医薬品の数を目視
で確認する必要がある。
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2016年９月 事例2

（事例番号 ： 000000049155）

【事例の内容】
ネキシウムカプセル２０ｍｇが処方されたが、今回から増量されていたことに気付かず、前回処方されたネキシウ
ムカプセル１０ｍｇを入力し、調剤、鑑査、交付を行った。翌日患者から電話があり、規格が違うことを指摘され
て間違いが判明した。同日中にネキシウムカプセル２０ｍｇと交換し、間違えた薬を回収した。

【背景・要因】
薬局を移転し、入力システムの変更等を行ったばかりであった。薬局が混雑していて、スタッフにも混乱があり、
処方箋と入力内容が確認出来ていなかった。入力内容とピッキングしたものが一致しており、ピッキングサポート
システムを通過したため、鑑査者も間違いに気付かなかった。また当日の患者の体調が悪く、内容について充分に
患者と確認が取れなかった。

【薬局が考えた改善策】
　　サポートシステムはあくまで補助であり、入力、調剤、鑑査のどの段階でも処方箋原本との確認を徹底する。

〔内服薬調剤〕規格・剤形間違いの事例

●システムの入力や医薬品の取り揃えは、共にヒューマンエラーのリスクが高い作業である。
●報告者が改善策で記述している通り、処方箋原本を見て鑑査することが基本であり、エラーのリスクを下げ
ることにつながる。

●処方箋原本と確認する時は、鉛筆などでチェックしながら行うなどの工夫も有用である。
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2016年９月 事例3

（事例番号 ： 000000048954）

【事例の内容】
セレベント５０ディスカスが定期処方されている患者に、他院から臨時薬として咳止めシロップとレルベア
１００エリプタ１４吸入用が処方された。薬効が重複するため、疑義照会を行い、レルベア１００エリプタ１４
吸入用は処方削除となった。

【背景・要因】
上記の吸入薬２剤はそれぞれ違う病院で処方された。患者はお薬手帳を持ち歩かない方であったが、当薬局が
かかりつけであり、患者の薬剤服用歴を一元管理していたため今回の重複に気付くことが出来た。

【薬局が考えた改善策】
　　お薬手帳を持参して医師に見せるよう患者に説明し、お薬手帳を整理し最新の情報を記入した。

〔疑義照会〕薬剤削除の事例

●薬剤服用歴の一元管理により薬効が重複する処方を防いだ事例である。
●患者の薬剤服用歴を一元管理することやお薬手帳を整理して最新の情報に更新することは、薬学的管理を行う
上で大切なことである。

                                                                            ロールトリフェニル酢酸塩/フルチカゾンフランカルボン酸エステル）


	sharingcase_2016_09_C01
	sharingcase_2016_09_C02
	sharingcase_2016_09_G03

